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％）にすぎなかった。また本人，家族，近所など，校区  

内にシラミ保有者を有する学校は8校（38．1％）あり，  

当時すでにアタマシラミの流行が始まっていたことを示  

している。調査結果は，シラミに関する教育を受けてい  

ない若い教諭や保母の，認識の程度をそのまま反映して一ヽ  

いると思われる。このことから，シラミ卵を見たことが  

ないため，毛髪に付着しているフケやヘアキャストなど  

にも卵の疑いを持ち，結果的にシラミの疑似保有者が多  

発して，教育や保育現場で混乱を釆たした。表2に示す  

ように流行当初の1980・81年に，シラミ卵と疑われ，衛  

生研究所に送付された検体の80％以上は卵でなかった。  

この状況は全国的なものだったようで，卵の誤同定によ  

る大流行騒動は，各地にみられた3）。  

Ⅰ はじめに  

アタマジラミは第2次大戦後，衛生事情の悪化により  

全国的な蔓延をみたが，1950年代の中頃にはほぼ沈静化  

した。しかし，1970年代の末から都市部の学童や幼児の  

間に再び流行がおこり，一時，これら児童の保有率は施  

設によっては8％に及んだ1）2）。   

著者らはシラミに関する学童の親の理解程度を知るた  

めに，1980年に千葉市の小学校から21校を無作為に選び，  

3年生の児童2971人の父兄を対象に，シラミに対する意  

識調査を実施した。結果は表1のように，シラミを見た  

ことがあるか，見たことはないが知っている者など，何  

らかの知識を持っていると回答したものは，551名（18．5  

表1千葉市の小学校3年生の親の、シラミに対する意識調査  
（21校，2971名に対するアンケート）  

1・2の合計  学校名 回答数㌣三三雪空たテ1・本人、家族 2．近所にいる  ′∩／ヽ  ］■ －u′ノ■’－’》  
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アタマジラミ卵の簡易な判別法について  

表2 衛生研究所に依頼されたシラミ卵の判別検査数  表3の検索表を作成した。また，この検索表によっても  

判定の困難な部分を補うために，グリセリンを封入液と  

したスライド標本で識別する判別法も考案した。これら  

の方法は10倍程度のルーペがあれば十分に利用でき，薬  

品の呈色反応や顕微鏡的計測によらないことから，小学  

校や保育所など，現場での判定に役立つと思われる。検  

索表の文中の卵各部の呼称と測定部位は図1に示したと  

おり。シラミ卵とヘアキャスト以外の毛髪付着物はすべ  

て，生成の由来にかかわらずフケという呼称で統一した。  

年  度  検査数  シラミ卵 陽性率（％）  

1 10 0  

3  100  

30  5．6  

39  13．7   

59  2 5．9   

4 7  39．0   

13  33．3   

12  63．1   

11  84．6■  

1978  1   

1979  3   

1980  540   

1981  284   

1982  2 27   

1983  123   

1984  42   

1985  19  

1986  13  

1987  8  7  87．5  

1988  5  5  100  

1989  2  2  100  ′■  
＊：指導を受けていない地区からの依頼された28検体  

（表外）の陽性率は35．7％だった。  

さらに問題となったことば，ケジラミとアタマジラミ   

の名称や生態の区別ができず，両種の混同による誤解，   

混乱が生じたことである。著者らが立ち入り調査を実施  

した小学校や保育所の施設57ケ所のうち，小学校3校，   

保育所2ケ所にケジラミ卵保有者が見られ，一般依頼検   

査でも女児への毛髪寄生例を2例扱ったことも考えると，   

ケジラミが異所寄生することが稀ではないことが，調査   

の過程で裏付けられた4）5）。著者らが扱った前述の集団検   

査で確認されたシラミ卵保有者は1200人に及ぶが，ケジ  

ラミ卵保有者は8人（0．6％）で例数としては少ない。  

しかし調査施設の約1割で保有者が見いだされたことは，   

ケジラミの疫学上無視できないだろう。この施設内感染  

の可能性を示唆するように，幼児の仮眠用のシーツにケ  

■■ジラミ卵の付着した隠毛が認められた例があり，シラミ  

卵の判定に際して，少なくともケジラミ卵を疑うだけの   

知識を，保母や教師が持っ必要があるだろう。  

Ⅱ シラミ卵の判別法  

1．検索表による判別  

ヒトに寄生するシラミ卵については角坂ら6）が走査型   

電子顕微鏡を用いて詳細な形態観察を行なっているが，   

比較鑑別法としては一般性に乏しい。また大野ら3）は，  

ニンヒドリンを試薬としたタンパク呈色反応による鑑別  

法を提唱しているが，この方法ではシラミ卵の種規の判  

別ができない欠点がある。  

著者らは，実際に扱ってきた卵や判定困難な類似物の  

例をもとにして，シラミ卵の判別を簡便に行なうために  

図1 アタマシラミ卵の形態と計測部位  

文章で説明の困難な形態については写真2～10に示し  

た。ヘアキャストは，毛根鞘が角化して毛嚢から離れ，  

毛髪の伸張とともに先端部に移動してきたものであり7），  

毛髪の長い女児に多く見られる。シラミ卵の判別法とし  

て，卵は「毛髪に固着している」とし，このことを類似  

物との鑑別点として指導する資料があるが，これはヘア  

キャストと誤る理由になりやすい。披検物の中には，毛  

髪から卵柄部をっけたまま抜き取られた卵も多く（写真  

1），シラミ卵はむしろ「毛髪に沿って移動させること  

ができる」とすべきであろう。   

2種のシラミ卵の確実な判別法は，表4に示したよう  

な，ガムクロラール封入スライド標本による顕微鏡的な  

計測と，検索表の6一山a，bのような高倍率の顕微鏡  

観察によるべきであるが，このような検査手段のない現  

場においては，まず検索表の6－ia，ibによる観察  

で判定の疑わしい卵を検索し，専門家の鑑定に委ねるこ  

とが望ましい。  
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表3 毛髪に付着しているシラミ頬の卵と，類似物の判別のための検索表  

1－a）毛髪に固着●1している，指で軽くつまんでも離れない  

b）毛髪に固着していない，指で軽くつまむと付着部から簡単に離れる（写真2）・       …‥ フケ  

2－a）付着物は卵型をしている  →3へ  

－→4へ  一b）付着物は卵型をしていない  

3－a）卵型物は，毛髪を囲む無色透明で平滑な物質（卵柄）に付着している（シラミ類の卵）………………→ 5へ  

ーb）卵型物は，前述のような物質をもたず，毛髪に直接付着する（1－b参照）  

4－a）付着物は長さ1～3mm，不透明で白色 毛髪を囲む。表面に横縞状の隆起がある，毛髪に沿って移動させる  

ことが出来る（写真3）  ヘアキャスト  

b）毛髪の一部が膨大している。表面に模様は見られない（写真4）   細菌性の病態毛  

5－a）卵は茶褐色，毛髪との付着部の反対側に卵蓋をもつ（写真5）シラミ類の新生卵………………………→ 6へ   

－b）卵は半透明白色，蓋がない，付着部の反対側に切り欠きがある（写真6ト ＝＝シラミ類の，婿化後の卵殻  

6－ia）卵の全長は短径長の2倍以上 卵は尖端部の一部が卵柄に付着している，卵柄は卵の全長よりも長い，以  

上の特徴の2つ以上をもっ（写真7a）  アタマジラミの卵  

ha■2）卵蓋は卵型，気孔突起は一方に片寄る，気孔の数は7～10，各気孔突起の高さははぼ同じ（写真8）  

アタマジラミの卵  

－ib）卵の全長は短径長の2倍以下，卵は尖端部全体が卵柄に埋まる，卵柄は卵の全長より短い，以上の特徴の一ヽ  
2つ以上をもつ（写真7b）  ケジラミの卵  

一迫b■2）卵蓋は円型，気孔突起は全面をおおう，気孔の数は12～17，気孔突起の高さは中心部が高い（写真9）  

ケジラミの卵  

事1固着とは、指で軽くつまみ，すり合わせても離れない状態をいう。毛髪に沿って移動するが，付着場所からは直接  

離すことは出来ない。  

●240倍以上の拡大観察により，卵蓋の形態から，ケジラミとアタマジラミの確実な判別ができる。グリセリン封入ス  

ライド標本として、透過光で検鏡する。  

表4 千葉市で採集したアタマジラミ卵とケジラミ卵の測定値（各20個の測定値〃m）  

長   径  
種   類  短  径   卵  柄  

全  長   （殻  長）  

891±15   （786±18）  

817～950   （582～855）  

858±39  （733±47）  

819～910   （637～810）  

アタマジラミ  

（最小値～最大値）  

ケ ジ ラ ミ  

（最小値一最大値）  

402± 7  1132± 55   

364－465  779一－1653   

437± 34  765±156  

395－515  555～1160  
一ヽ   

ガムクロラール封入標本は、液の固化により庄平変形されるので，封入直後に測定した。   

はカバーグラスの覆う範囲全面にいきわたる程度がよい。  

（2）スライドグラスの下からライターの小さな炎で加  

熱し，一瞬沸騰したら炎を離す。  

（3）これを透過光でルーペか低倍率の顕微鏡で観察し，  

判定する。   

2）標本の判定法   

前記の処理によると検索表の3－a，3－b，4－a  

は次の状態を示す。  

（1）加熱すると膨潤し表面は凹凸状，不透明な内部は  

2～3層構造がみられる（写真10）・ヘアキャスト  

（2）加熱しても変化がない，表面は平滑，透明で内部  

に層状の構造はみられない……シラミ卵の卵柄  

（3）白色半透明，形は不定，内部構造は見られない，  

2．グリセリン封入標本による判別   

シラミ卵疑似物のはとんどは表2の検索表で判別が出  

来るものと思われる。しかし最も困難な例として，シラ  

ミ卵が脱落した後に残る卵柄とヘアキャストの区別がつ  

きにくいといわれている。これは卵柄もヘアキャストも  

毛髪を取り巻ように付着している，という類似点からく  

るものである。しかし卵柄郡は透明であるから，実際に  

はこの部分だけが目につくことば考えにくい。検索表の  

3－a，4▼aにより判定がつかなければ，グリセリン  

封入スライド標本とし，次の要点で鑑別する。  

1）グリセリン封入標本の作り方  

（1）スライドグラスに毛髪をおき，披検部にグリセリ  

ンを滴下し，カバーグラスをかぶせる。グリセリンの量  
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アタマジラミ卵の簡易な判別法について  

脂質部分は加熱により消失する……フケ  

毛根部からヘアキャストが生成される過程は写真11，   

12のとおりであり，被検者本人の毛髪の生え際の観察も   

同時に行うと，この状況が確認でき，確実な判定ができ  

る。ヘアキャストは決まった長さを持たず，皮膚から離   

れた直後は3mm位の長いものもあるが，毛の先端部に移   

動し目立つころになると，多くは1mm程度である。  

Ⅲ 結果とまとめ  

1981年から5年間，衛生研究所で扱ったアタマシラミ   

同定依頼検査物から，アクマシラミ卵とその類似物のそ  

れぞれの形態の特徴を整理し，判別のための検索表を作   

成した。また特にアタマシラミ検査の過程で少数ながら  

一己だされるケジラミ卵の鑑別の必要性を重視し，2種の  

シラミの卵が簡単に識別できるよう考慮した。この検索   

表は資料として示した写真との照合により，ルーペや低   

拡大率の顕微鏡で十分に利用でき，2種のシラミ卵の鑑   

別と，類似物の判別が確実にできるものと考える。  

衛生研究所に，1980年から継続してシラミ卵の確認鑑   

定のため，毛髪付着検査物を送付してくる市川，千葉両   

市の小学校と保育園の担当者にこの方法の要点を示し，   

判別法を指導した結果，表2のように1985年以来，陽性   

率が向上すると同時に，依頼数も減少した。86年以降の  

識別率は80％以上で，現場の簡便な判別法としては十分  

な精度をあげていると思われる。  
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アタマジラミ卵の簡易な判別法について  

写真1～12の説明  

1．アタマシラミ雌成虫と，毛髪から卵柄とともに抜き取られた卵殻。  

2．毛髪に付着している，脂性のフケ（白色で，シラミ卵とはぼ同大）。  

3．毛髪の先端部にみられたヘアキャスト（白色で，卵柄とはぼ同島）。  

4．毛髪の一部が白色化 膨大したもの。細菌性の病変毛と思われる。  

5．アタマシラミの新生卵（ガムクロラール液封入），卵柄部は透明。  

6．アタマシラミ婿化後の卵（ガムクロラール液封入），卵蓋部がない。  

7．a）アタマシラミ新生卵，b）ケジラミ新生卵。  

二種の卵とも新生卵の外見色は茶～褐色を呈する。  

8．アタマシラミの卵蓋を上面側からみたもの。楕円形で気孔突起が偏る。  

9．ケジラミの卵蓋を上面側からみたもの。真円形で気孔突起は全面を覆う。  

10．グリセリン液中で加熱後のヘアキャスト。膨潤し層状構造がみられる。  

11．毛根部。透明な毛根鞘が毛の伸張により皮膚から離れると，角質化する。  

12．白色，角質化した毛根鞘が毛根部から切れて離れ，ヘアキャストとなる。  

■■  
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